
• 大質量星形成領域であるSagittarius B2(N)をALMAで
観測した 

• 新たに三つのホットコアB2(N3)-B2(N5)を発見した 
• これらのコアにはClass II メタノールメーザー(6.7GHz)
が付随(若い大質量星のトレーサー) 

• B2(N5)にはUltra compact HII (UCHII) regionあり 
• B2(N3), B2(N5)にはアウトフローが付随 



• 領域のマップ 
• コンター:7 σ以上のflux をもつ
チャネルの数 

• 青:ピーク(大質量星)の位置 
• 緑:compact or ultra 

compactHII 領域 
• 赤: class IIメタノールメーザー 

• アウトフロー 
上:B2(N3)  SO 22-11 ,SO32-21,OCS 8-7 

下:B2(N5)  SO 22-11 ,SO32-21 , SO 23-12 , CS 2-1 



• ホットコアN1-N5の進化段階は 
1. メーザーが付随する/しない 
2. アウトフローが付随する/しない 
3. UCHII 領域が存在する/しない 

の条件から、 
(young) N4->N3->N5->N1 (old) 
と推定できる 
 



• ストリーミング不安定による微惑星形成を大局的な円盤進化の中で調べ、
最終的な微惑星分布を調べた 
• 円盤の粘性降着進化、photo evaporation、ダストの成長/破壊などなど
を考慮 

•  結果: 
1. 100AUより外側でmassiveな微惑星ベルトが形成(~100 Me) 
2. 3AU<100AUでは最大20Meの微惑星が形成 
3. 3AUより内側では基本的には微惑星は形成しないが、最も現実に近い
モデルでは8Meほど微惑星が形成した 



• ストリーミング不安定による微惑星形成の条件 
• ダスト/ガス面密度の比(Z=Σd/Σg)とStに条件を課す 

• ダストが面密度が上昇するorガス面密度が下がる 
→微惑星形成する 
• 円盤初期条件 



• ガスが蒸発しているところで微惑星が形成→外側で微惑星形成 
• 100AUより内側では基本的には微惑星は形成不可 
• しかし、破壊によってダストを残しておきつつ、円盤にinnner hole
が開けば微惑星形成可能かも? 

感想:微惑星形成はやっぱり困難が多い。。 

赤:ガス 
緑:ダスト 
青:微惑星 



• TMC-1 filamentにはammoonia peak(N2H+, NH3が豊富)と
cyanopolyyne peak (CCS, C4H, HC3Hが豊富)という大きく化学組
成の異なる領域がある 

→cyanopolyyne peakのほうが若いとされてきた(異論もある) 
• 本研究ではTMC-1 filamentをCS(J=2-1),N2H+(J=1-0) (FCRAO)、

C17O(J=2-1),C18O(J=2-1) (SRAO)で観測し、 ammonia peakでは
COが減少していることがわかった 

• 化学進化計算から、この結果を説明するためには
cyanopolyyne peakのほうが力学進化が早い必要がある 
 
 
 



• TMC-1fillamentのマップ 

白contour: 

MAMBO 1.2mmダスト連続波 

カラー: 

 Spitzer三色コンポジット 

赤三角: 

 ammonia peak 

青三角: 

 cyanopolyyne peak 





• 化学進化計算 
→cyanopolyyne peakとammonia peakで 
Dynamical timescale が2倍くらい違う 

cyanopolyyne peak ammonia peak 



• 乱流状態にあるフィラメントの分裂をSPHシ
ミュレーションで調べた 

• Inutsuka+92などによるとフィラメントの分裂は
jeans長程度で起きる 

• しかし、現実にはフィラメントが(1)平衡状態に
落ち着き、(2)その後分裂するというのは起こ
りえない 

• そこで乱流中でフィラメントが力学的に進化す
る中でどのようにフィラメント分裂が起こるか
調べた 

• その結果、フィラメントの分裂長は乱流強度
やその性質に大きく依存することが分かった 
 
 



Δv=0.1 km/s 

Δv=0.4 km/s 

Δv=1 km/s 

Solenoidal turbulence Compressive turbulence 

• 乱流が十分弱
いときはJeans 

長程度で分裂
する(~0.1 pc) 

• 乱流が強くな
るとseparation
が大きくなる 

• Solenoidalと
compressiveで
大きな違い 



• 揮発性ガスやダストの動径拡散はsnow line近

傍での分子のふるまいやダストの運動などを
考えるときに重要 

• 先行研究では(それぞれ相矛盾する)拡散方程
式が使われてきた。 

• この論文では動径拡散過程を第一原理的に
Fick方程式から導出して、どの先行研究が正
しいかを調べた 



• 疑問:円盤のH2ガス中の微量揮発性ガス    
(例えばH2O)の支配方程式はなにか? 

• H2の支配方程式はLyndenbell & Pringel 

• H2と揮発性分子(あるいはダスト)面密度の比
を 

 

とする 

 





• 著者らの導出は 

 

 

→Clarke & Pringle 1998が正しい 

• ダストの輸送方程式は 

 

 

となる(Takeuchi & Lin02, Birnstiel10と一致) 

• Weidenschiring 1977は間違いを含むので注意 



• 方程式による結果の違い  


